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Summary
The purpose of this paper is to clarify the features of Kanae Tada’s 
（1875-1937）faith and thought after 1914, the second half of his life. 
It deals mainly with articles in the magazine Midorigo. The following 
results were obtained: （1）In the second half of his life, Tada opposed any 
understanding of Buddhism based on one’s own personal experience or 
personal introspection as advocated by teachers such as Daiei Kaneko and 
Haya Akegarasu. （2）Moreover, he criticized “academic” understanding 
of the Buddhist teachings. （3）He believed that only one’s sincere faith in 
















































曽我量深が教学において清沢の思想的課題を引き継いだような形では、多田の思想は直接的に後代の教学者には受け継がれていないように見受けられる。 『親鸞に出遇った人びと』 （全五巻、同朋舎）の多田の章においても、その解説を行なって るのは精神科医の岸本鎌一である。　
しかし、当時の多田の言葉は少なからぬ人々に影響を与えた。それは彼の存命中だけでなく、没後にも及








ある常円寺にて多田慶龍の三男として生まれた。十七歳で上京し、郁文館尋常中学校正科二年に編入する。一八九三年、十九歳で東京専門学校 転入するが、経済的 理由により四ヶ月ほど 退学する。退学後 義理の従兄である村上専精より清沢満之のことを聞き、当時清沢が教鞭を執っていた大谷尋常中 校 転入
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り、寺務を助けるために千葉教院を西本龍山に任せて蒲郡に帰郷した 清沢は千葉開教後ほどなくして没 、後援していた佐々木と暁烏も各々の事情で浩々洞を去り、残った浩々洞 同人とは信仰上 意見の隔たりがずるなど、多田は布教、家庭、信仰のそれぞれにお て苦悩を抱えるようになった。　
一九一四年、四十歳の多田に信仰上の決定的な転換が訪れる。煩悶を経た多田は信仰に「動転」をきたし、




















　『みどりご』は一九二三年九月に創刊された月刊誌である。多田は一九一九年の蒲郡帰住の際、西宮での療養中に同朋から寄せられた寄附をもとに「伝灯会」という伝道を目的とする会を設立した。 『みどりご』はこの伝灯会から発行される形をとったが、実質的には多田の個人雑誌であった。とはいえ、逓信省第三種郵便物の認可を受けて全国に発送しており、一定の発行部数 保たれていた。サイズはＢ５判で、毎号八頁（最終号のみ十八頁）であった。毎月欠かさず発行され、多田が死去し 一九三七年十二月のみ休刊し 翌年一月の追悼号をもって廃刊とな　内容は多田の執筆記事が大半で、時折読者からの手紙が掲載された。多田の記事は講話や聖典解釈、時事問
















































































































































































































































いう記事がある。絶筆となったこの文章に、多田が理想とする学問と仏教との関係について論じられている。本記事において、多田はまず「仏教は覚の道、即ち菩提の宗教である」 する。そして、 「この覚は覚者の聖智であるから正しい研究によつてこそ明かにせられ 。若し正しい研究を忌み又 恐れるならば、それ 仏教ではない。その正しい研究とは菩提を離れぬ実学の謂であつて、私共の聴聞も思惟も実修も常 覚にむかひ又覚からの前進でなければならぬ この正しい研究は必ずや正信 撃ち発し、之を自他の上に明かにする。仏教
−（（−





































































































































（（0） 「千葉教院史（中） 」 『みどりご』六巻六号、七頁
（
（1） 聞信会『多田先生書簡集』聞信庵（私家版） 、一九八四、五六頁。一月二十七日（年不明）付。手紙は「高橋興平」宛だが「高橋様現石田興平先生（経済学博士） 」との編集者の註があり、石田興平（一九〇五―一九八八）のことと思われる。
（
（（） 「扉を開いて（六五） 」 『みどりご』七巻十二号、七頁
（
（（） 「 『大経』の本義（二 一 二号、二頁
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（9） 「扉を開いて（六一） 」 『みどりご』七巻八号、四頁
（
（0） 「扉を開いて（六三） 」 『みどりご』七巻十号、八頁
（
（1） 「扉を開いて（七三） 」 『みどりご 八巻十号、七頁
（
（（） 「扉を開いて（六八） 」 『みどりご 八巻五号、三頁
（東京農工大学非常勤講師
　（専門） 宗教学・近代仏教史）
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